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クセになる味、春菊

　春菊という名前は春に花
を咲かせること由来しま
す。若い葉と茎がまだやわ
らかい11月頃から２月頃
に旬を向かえ、お鍋やおひ
たしなどで親しまれます。
森島隆詞さんのハウスで
は、旬のこの時期は出荷作
業に追われるそうです。
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（２）

　
令
和
４
年
11
月
20
日
㈰
、
け
い
は

ん
な
記
念
公
園
及
び
け
い
は
ん
な
プ

ラ
ザ
周
辺
で
、
せ
い
か
祭
り
２
０
２

２
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
と
な
り
、

農
業
委
員
会
も
け
い
は
ん
な
記
念
公

園
の
芝
生
広
場
で
ブ
ー
ス
を
出
展
。

　
日
々
の
農
業
委
員
会
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
や
で
、
精
華
町
特
産
品
の
洛

い
も
や
農
業
者
年
金
、
全
国
農
業
新

聞
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
ク
イ
ズ
と
ア
ン

ケ
ー
ト
、
特
別
栽
培
米
「
や
ま
し
ろ

の
恵
み
」（
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
精
華

町
支
店
提
供
）
な
ど
が
当
た
る
抽
選

会
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
１
月
17
日
㈫
、
役
場
会
議

室
で
第
２
回
柘
榴
地
区
連
絡
会
議
と
し

て
、
地
域
農
業
を
取
り
巻
く
地
域
の
現

状
を
地
図
に
落
と
し
て
「
見
え
る
化
」

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
自
治
会
、
農
家
代
表
、
実
行

組
合
長
、
中
山
間
や
多
面
的
組
合
関
係

者
な
ど
５
名
の
方
と
町
農
政
担
当
者
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
京
都
府
農
業
会

議
現
地
推
進
役
と
一
緒
に
、
皆
さ
ん
で

情
報
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
現
在
の
農

地
の
耕
作
状
況
を
後
継
者
の
状
況
等
か

ら
４
つ
に
分
け
て
色
塗
り
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
の
農
業
課
題
を
「
見
え
る
化
」

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
後
、
こ
の
地
図
を
元
に
地
域
の
課

題
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
最
終
的
に
は

「
地
域
計
画
」を
策
定
し
て
行
き
ま
す
。

﹁
せ
い
か
祭
り
﹂

 

で
Ｐ
Ｒ
活
動

柘
榴
地
区

連
絡
会
議

学校農業体験町内小・中学校・支援学校

（
新
司
委
員
）

（
中
村
委
員
）



（３）

　
子
ど
も
た
ち
に
真
心
を
込
め
て
作

っ
た
精
華
町
産
の
野
菜
を
納
入
し
て
い
た

だ
け
る
農
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
●
　

対
　
　
象　
年
間
を
通
じ
て
、
野
菜
を
安
定
的
に
供
給

　
　
　
　
　
　
で
き
る
農
業
者
の
方

　
●
　

納
入
野
菜　
季
節
に
応
じ
た
野
菜
（
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん

　
　
　
　
　
　
じ
ん
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、大
根
、
白
菜
な
ど
）

　
●
　

納
入
回
数　
月
２
〜
４
回
程
度
（
野
菜
の
種
類
等
に
よ

　
　
　
　
　
　
り
異
な
り
ま
す
）

　
●
　

納
入
時
間　
指
定
日
の
午
前
８
時
〜
午
前
８
時
30
分
に

　
　
　
　
　
　
納
入

　
●
　

納
入
価
格　
納
品
翌
日
の
日
本
農
業
新
聞
市
況
価
格

　
　
　
　
　
　
（
平
均
値
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
久
し
く
視
察
研

修
や
意
見
交
流
を
行
う
機
会
が
失

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

10
月
26
日
㈬
に
、
京
丹
波
町
役
場

で
同
町
農
業
委
員
会
と
の
意
見
交

流
を
行
う
機
会
を
得
、
農
地
法
関

連
審
査
は
も
と
よ
り
、
新
た
に
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
農
地
利
用
の
最
適
化
推
進
や
広

報
活
動
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
京
丹
波
町
は
京
都
の
中
央
部
に

位
置
し
、
三
町
合
併
を
機
に
基
幹

産
業
の
農
業
行
政
の
見
直
し
の
中

で
、
各
地
域
懇
談
会
や
更
に
細
分

化
し
た
部
会
で
得
た
意
見
を
集
約

し
、
今
後
守
る
べ
き
農
地
と
耕
作

で
き
な
い
農
地
を
分
け
、
山
間
部

を
中
心
と
し
た
耕
作
不
能
と
判
断

し
た
農
地
を
農
地
台
帳
か
ら
除
外

す
る
と
い
っ
た
思
い
切
っ
た
決
断

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
広
く
住
民

に
広
報
す
る
た
め
の
活
動
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
実
情
は
異
な
り
ま
す
が
、

本
町
で
も
３
地
区
か
ら
進
め
て
い

る
地
区
連
絡
会
議
で
、
話
し
合
い

や
地
図
に
よ
る
農
地
の
実
情
の
見

え
る
化
を
進
め
る
際
の
先
進
事
例

と
し
て
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
今

後
町
内
の
優
良
農
地
を
ど
の
よ
う

に
守
っ
て
行
く
か
の
足
が
か
り
と

な
り
ま
す
。

　
今
後
も
町
内
外
研
修
や
町
と
の

意
見
交
換
を
進
め
、
本
町
農
業
委

員
会
と
し
て
更
な
る
事
業
推
進
の

た
め
に
、
地
域
農
業
を
守
る
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
井
委
員
）

加入要件

① 国民年金の第１号被保険者
② 年間60日以上農業に従事
③ 20歳以上65歳未満
④ 農地を持っていない農業者や、配偶者や後継者
など家族農業従事者の方も加入できます

詳細・お申込み先は農業委員会事務局へ

【
学
校
給
食
納
入
者
募
集
！
】

　
精
華
町
は
緑
豊
か
な
里
山
環
境
が
残
っ
て
お
り
、
里
山

の
近
く
で
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
人
に
危
害
を
与
え
た
情
報
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
過
剰
に
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
農
地
が
荒
ら
さ
れ
た
な
ど
、

被
害
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

●　

畑
に
野
菜
く
ず
な
ど
を
放
置
す
る
と
エ
サ
場
に
な
っ
て

し
ま
い
、
イ
ノ
シ
シ
が
寄
っ
て
く
る
原

因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
米
ヌ
カ
は
好

物
な
の
で
散
布
は
要
注
意
で
す
。

　

●　

電
気
柵
は
、
設
置
し
た
ら
、
基
本
通
電

（
タ
イ
マ
ー
管
理
）さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
、
金
網
柵
と
同
じ
く
、
日
常

管
理
と
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
イ
ノ
シ
シ
に
注
意
を
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
農
政
課
（
℡
95
ー
１
９
０
３
）

■毎週金曜日発行
■購読料 1カ月：700円

●申込みは

農業委員会事務局
　　　TEL：95-1903

管外研修
報告

さらに便利に

なります！！

農業者年金に加入しよう‼農業経営とくらしに役立つ

農業新聞国
全

地方版には身近な情報
が満載。 農業者年金ＣＭ（税制メリット）

https://youtu.be/VIaVEE1mYGQ

ＣＭをご覧になりたい方
はコチラから



（４）

　農業委員会だよりは、精華町役場農業委員会窓口にあります。また、精華町のホームページでも公開しています。
　　　　　　　　　　　　この印刷物は、不要になれば、「その他リサイクルできる紙」として古紙回収に出してください。

【作り方】
①　春菊は洗って食べやすい長さに切り、熱湯でサッとゆでる。
②　冷水に取り、水気をよくしぼる。
③　ボウルに②を入れ、ゴマ油、すりゴマ、鶏ガラスープの素を入れてよく和えたら

出来上がり。
◎簡単で、おいしいのでぜひ試してみてください。お好みでしょう油を入れてもおい
しいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　（　嶋委員）

薄っすらと雪が積もり、隙間から
見える茶色と白銀の絶妙なコント
ラストの風景に…感動‼

　今年は、コロナによる行動制限もなくなりましたが、農業分野においてはロ
シアのウクライナ侵攻の影響などから、農業資材や肥料が高騰し、特に小規模
の農業者（家）にとっても大きな負荷となっています。
　早く情勢が好転し、これからも楽しく、豊かに農業ができますことを願って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤村委員）

　令和５年４月から、農地の取得など権利移動にかかる下限面積
（３０００㎡）要件がなくなります。
　ただし、農地の権利取得に必要なそのほかの要件は、これまで
どおりです。
　詳しくは、農業委員会事務局までお問い合わせください。

田園風景

委員の
　つぶやき

草

下限面積が
なくなります

（前　松尾広報委員）

春菊のナムル食卓に一品

　・春菊
　・ゴマ油
　・すりゴマ
　・鶏ガラスープの素

２００ｇ
小さじ１
小さじ２
小さじ１

【材　料】

（里地域）


